
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行 国分寺市環境ひろば 
    国   分   寺   市 

ひろば
国分寺

 

第202号 令和７年10月19日 

環
境 

【姿見の池アメリカザリガニ捕獲大作戦 開催報告】（事務局作成） 

９月 27日（土）に、「姿見の池アメリカザリガニ捕獲大作戦」を実施

しました。当日は、参加者２７名（親子１４組）が集まり、姿見の池の接

続水路において釣り形式で捕獲を行いました。 

捕獲に先立ち、市環境アドバイザーの林鷹央先生から「外来種問題

は人間の行動によって引き起こされていること」、「生きものを飼う

ときの心構え」についてお話をいただきました。 

子どもも大人も夢中になってザリガニ釣りに挑戦し、釣れるたびに

歓声があがりました。捕獲後には大きさを測ったり、オスとメスの見

分け方を教わって確認するなど行いました。 

今年度は 24匹のアメリカザリガニを捕獲し、昨年度（87匹）と 

比べて大きく減少しました。これまでの活動や環境の変化により、生息数に変化が出てきている可能性

があります。今後も、多様な生きものの生息環境の維持改善のため、外来種については「入れない」「捨

てない」「拡げない」の三原則を守る取組にご理解とご協力をお願いいたします。 

【第２４9回環境ひろば】 （当日直接会場へ） 

日時：令和 7年 11月 16日（日） 会場：会議室 201（市役所２階） 

姿見の池の昔、今、これから 

身近な自然について一緒に考えるきっかけに！ 

姿見の池を守り、未来へ残すために、みんなで語り合いましょう。 

11月の環境ひろばのお知らせ 

写真：鈴木 まき子（環境ひろば会員） 



国分寺市環境ひろば 

事務局  

国分寺市 まちづくり部 環境経営課 

〒185-8501国分寺市泉町 2–2-18 市役所３階 

ＴＥＬ：042－312－8663（直通） 

ＦＡＸ：042－325－1380  

Ｅメール：kankyoukeiei@city.kokubunji.tokyo.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 

令和 7年 9月 21日（日）の環境ひろばのフリートークでは、「再 

エネ電気導入座談会」を開催しました。 

再エネ電気とは、太陽光、風力、水力、地熱、バイオマスなど自然 

のエネルギーを利用して発電された電気のことです。これらのエネ 

ルギーは、石油、石炭、天然ガスといった限りある化石燃料とは異 

なり、自然界に常に存在し、枯渇することなく、持続的に利用する 

ことができるエネルギーで、発電時に温室効果ガスである二酸化炭素を排出しないため、地球温暖化対策

に貢献しています。 

座談会では、知人が再エネ電気の切替えを行ったが、テレビやスマートフォンまで契約先の変更が必要と

なり、手続きが大変であったこと、自身が契約した小売電力会社は対面や電話、ネットを通じたサポートが

あり、安心して切り替えられたが、再エネ電気へ切替えをせずに現状維持を選ぶ背景には、変更に伴う精神

的なストレスが大きいという事情があるのでは等の意見が出されました。事務局である環境経営課は、全国

で 700社を超える小売電気事業者があり、市が特定の事業者を推奨することは難しいが、再エネ電気の購

入が再エネ電気の発電所の増加につながり、社会全体に再エネ電気が広がっていくことを啓発し、利用促進

を図っていきたいとのことでした。 

また、参加者から、「地球温暖化は地球規模の問題であることは理解しているが、いざ自分事となると対

応が進まない。再エネ電気の契約や太陽光発電の導入ではコストや手続きの煩雑さが障壁となっており、市

民の一歩が踏み出せていないのが現状であり、市には不安や煩雑さを緩和する啓発や仕組みづくりが求め

られる。一部の自治体で行われているように、再エネ電力会社へ切り替えたら協力金を支給するなど、再エ

ネ電気導入のインセンティブとなる施策を検討すべきである。」との意見がありました。これに対して事務局

からは、再エネ電気への切替えに協力金を出す制度はこれまでにも検討したが、その後の継続性に課題が

あること、金銭的インセンティブは理解できるが、未来のために必要性を共有することがまずは重要である

と説明がありました。 

そのほか、洋上風力発電計画から大手企業が撤退して先行きが見えない、メガソーラーにも地元の反対

で進まない事例が挙げられるなど、政策と現場のずれが感じられる等の悲観的な意見が多い中で、ペロブ

ロスカイト太陽電池は、企業や大学で研究が進展しており、設置のしやすさ、発電効率の高さなどから、利用

しやすい電池として大いに将来性が期待されるとの意見も出されました。 

（あとがき） 

暑い夏でした。8月 5日、群馬県伊勢崎市で観測され

た最高気温は 41.8℃。国内最高気温を更新しました。

東京の猛暑日（最高気温が35.0℃以上の日）は29日。

こちらも過去最高。市民一人ひとりがささやかであって

も温暖化対策への取組が求められています。  （山岸） 

 

環境ひろばのお知らせ 

11月16日（日）午前10時～正午 市役所 会議室201（泉町２-２-18） 

『環境ひろば』は、環境（保全、回復、創造）について市民・事業者・市が自由に意見交換を行う場です。皆

さんのご参加をお待ちしています。 

【9月の環境ひろば フリートーク「再エネ電気導入座談会」】 

 

 

 

＜令和７年（２０２５年）１０月１日号 市報こくぶんじ より＞ 

太陽光発電機器等の設備を設置する以

外にも、小売電気事業者が提供する再エ

ネ電力プランの契約に切り替えること

で、簡単に家庭に再生可能エネルギーを

導入できます 

出典 環境省「再エネスタート はじめてみませんか再エネ活用」HPを基に作成 

太陽光 風力 水力 地熱 など 


